
【授業の流れ】 

①<始まりのあいさつ>
あいさつは人とのコミュ
ニケーションをとるため
には、とても大切なこと
のひとつ。毎回の授業
は「お願いします」で始
まります。 

②<ウォーミングアップタイム>
先生の発声に合わせて子供た
ちの気持ちを学習に向かわせ
ます。聴覚に刺激を与え、処
理能力、集中力、記憶力を養
います。 
 

②先生が一瞬見せるカード
と声聞き、発声することで、
視覚・聴覚の両方から脳に
刺激を与え記憶力トレーニン
グやことばのリズムを体感し
ます。 

➃<ペーパートレーニング>
時期に応じてプログラムに
基づき、９つの領域(記憶,言
語,数量,推理,知覚,知識,構
成,指示行動)にわけて進め
ていきます。右脳･左脳を使
い、効果的な学習ができる
ように編成されています。 

③<指先トレーニング>  
発達段階に応じて、いろい
ろな教具を使用して、楽し
みながら、遊びながら、図
形認識力、空間把握力、
集中力、持続力を育てま
す。 

②お話を聴き取る力や、自
ら物語を推測し話す力、絵
から物語の順序を把握し表
現する力など、カード等を使
用し進めていきます。 
また、面接練習も随時行い
ます。 

⑤<終わりの挨拶> 
授業の終わりの挨拶をします。
始まりと終わりをしっかり認識す
ることでけじめのあるお子様に
育てます。 
（引き続き同じ教室で、お母さん
と一緒に先生の話を聞くことに
なります。主体者が、お子様か
らお母様へ変わることを認識さ
せます。） 

⑥<父母教室> 
今日の授業のねらいや目標達
成度等をお母様にご報告します
。また、ご家庭でお子様と一緒に
学んで（遊んで）いただきたい内
容や具体的な方法や志望校に
ついての細かな情報についても
お母様にお伝えします。 
双方が密にコミュニケーションを
取ることにより、お子様やお母さ
まも安心して受験に臨むことが
できます。 
 

⑥さようなら！次も頑張ろうね！ 


